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第１章 研究背景 

近年，日本では働き方の多様化が進んでいる。従来までは，新卒一括採用によって企業に就

職をし，終身雇用を前提としたキャリアモデルの時代であった。しかし，終身雇用制度は限界

を迎えてきている。つまり，労働者の自律性・主体性が重視される時代へと変化してきたと考

えられる。 

他方，日本は少子高齢化の進展により，労働者一人当たりの生産性を増やすことが求められ

ている。人生 100 年時代を迎え，今後，一人一人の働く期間も従来よりも長期化することが予

測できる。このような労働の長期化の中で，Gratton＆Scott(2016 池村訳 2016）は，今後は人

生が「教育→仕事→引退」といった 3 つのステージから，マルチステージへと変化すると述べ

ている。さらに，マルチステージへの変化により，金銭・不動産・社会的地位を示す「有形資

産」に加え，今後の長寿化の人生においては，お金には換算できない要素である「無形資産」

が重要な資産となるとも述べている。つまり，今後は労働者がどのように自分のキャリアを主

体的，自律的に選択し，無形資産に投資を続けながら自分を変身させキャリアを開発し，人生

をどのように計画するかが問われるようになる。  

このような問題意識から，企業に勤める正社員に対して調査を行っても，有益な示唆は得ら

れないかもしれない。一方，フリーランスや副業・兼業者は，そもそも企業に雇用されないか，

雇用されていても比較的自由に働き方を選択し，キャリアを築いてきたと考えられる。そのた

め本研究ではフリーランス協会が定めている「広義のフリーランス」に焦点をあて，広義のフ

リーランスのキャリア形成の様態を明らかにすることで，フリーランスだけでなく，日本の労

働者全体の今後の働き方に示唆が得られると考えられる。 

 

第 2 章 目的 

 本研究では，ワーク・エンゲイジメントが高い，多様な働き方を選択している広義のフリー

ランスを対象とする。そして，広義のフリーランスが，どのように充実感・満足感を感じなが

ら主体的にキャリア形成プロセスを経ているかを質的に調査することを目的とする。 

 

第 3 章 研究方法 

 調査対象は，国内在中の 22 歳以上から 60 歳未満の広義のフリーランスとして働いている

労働者男女のうち，ユトレヒト・ワーク・エンゲイジメント尺度の点数が一般平均以上の 13

名であった。質問紙では十分に把握しきれない複雑多様な心理的・環境的変化を把握するた

め，一人当たり 1 時間から 1 時間半程度の半構造化面接を，ライフライン法を活用し実施し

た。分析には修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ(木下，2003) を用いた。分析テ

ーマは「広義のフリーランスとしてキャリアを形成していくプロセス」，分析焦点者は「充実

感・満足感を感じている広義のフリーランス」と設定した。 

 

第 4 章 結果 

分析の結果，25 の『概念』，6 の「サブカテゴリー」，8 の【カテゴリー】が生成された。
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以下にストーリーラインを示す。 

広義のフリーランスとしてキャリアを形成していくプロセスは，『やりたいことに対して強

い動機を持ち続け選択』，あるいは『仕事をしている中のこれじゃない感』などの【前ぶれの時

期】が存在する。その後，【将来のキャリアプランの見通し】を持ち，将来の『詳細なキャリア

計画』や，『基本的スキルの見通し』を考える。【キャリアのはじまりの段階】では，『同業者か

ら仕事を紹介されスタート』し，「初期における感情の揺れ動き」も体験する。【初期の探索的

な行動段階】では，「試行錯誤を行いながら自己理解」をする循環的な過程がみられる。 その

ような過程を経る中で【マスタリーの獲得段階】が生じ，『自分流の仕事のやり方を獲得』し，

『主体的・自律的精神の獲得』がなされる。 マスタリーの獲得後である【後期の戦略的行動段

階】では，「社会状況にあわせた自分のバージョンアップ」を行いながら，「ネットワークの形

成」が行われる。そして，『人脈も形成』され「人脈を通じ仕事への発展」がなされる。この段

階では，同業者を中心とする社会的ネットワークの中でキャリア形成が進むが，それは戦略的

な側面を持つと同時に，上向きのらせん的過程（同じ過程を繰り返しつつも徐々にステップア

ップする）を通じて発展する。 プロセス全体にわたり，周囲からの【情緒的なサポート】はそ

れぞれのプロセスにおける広義のフリーランスを心理的に下支えする。一方，このような段階

的発展を遂げる中で自分の【キャリア成長に関する手応え】を少しずつ感じ，後期になるにつ

れて自身の将来へ見通しも開けてくる。 

 

第 5 章 考察 

 結果から，充実感・満足感を感じている広義のフリーランスのキャリア形成は，段階的発

展過程が見られることが示された。【前ぶれの時期】や【キャリアのはじまり段階】を経て，

初期の頃は探索的に多くの行動を繰り返し，試行錯誤の日々であった。しかし，そのような

過程を繰り返すことによって【マスタリーの獲得段階】では『自分流の仕事のやり方』や

『主体的・自律的精神の獲得』が可能となると考えられる。ゆえに，充実感・満足感を感じ

ている広義のフリーランスにとって【マスタリーの獲得段階】は一つのターニングポイント

となると思える。更に，充実感・満足感を感じている広義のフリーランスは，人脈やネット

ワークの形成（同業者との関わり），家族・友人・恋人からの【情緒的なサポート】などがプ

ロセスにおいて大切だと示されていた。つまり，今後は長寿化などにもと伴い，人との関わ

りが重要になってくるとも思える。この点は Gratton＆Scott(2016 池村訳 2016）が示してい

るとおり，今後は有形資産に加えて無形資産への投資をおろそかにしてはいけないと考えら

れる。 

このような特徴から，日本で働く労働者は長寿化が進んでいる現代だからこそ，充実感・

満足感を感じている広義のフリーランスのように，キャリア形成に対して受容的ではなく主

体的・自律的に自己のキャリアを考え【将来のキャリアプランの見通し】を考えることが大

切になってくると考えられる。加えて，日本で働く労働者全員が，自分自身の無形資産につ

いて考え，見つめ直す，投資する，そのような姿勢も大事になってくると考えられる。
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